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嶺雄中嶋 惨砂1

私
が
生
ま
れ
育っ
た
の
は

、
信
州

松

本
の
街
中
で
あ

る
。

今
は
「
蔵
の
あ
る

町」
と
し
て
旧
城
下
町

の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
も
な
っ
て
い
る
市
の
中
心

、
中
町

二
丁
目

の
商
家
（
薬
局
）
で
あっ
た

。

十
数
代
も
続
く
中
嶋
家
の
い
わ
ゆ

る
本

家
で
も
あ
り

、
元
来
は
松
本
藩
の
御
用

鍛
冶
（
大
名

の
万
工
）
で

、
今
で
も
祖

先
が
造
っ

た
日

本
万
と
「
御
用」
と
書

国際教養大学学長

か
れ
た
看
板
が
残
っ

て
い
る

。

母
方
の
祖
先
は
松
本
藩
土
で
あっ
た

が
、

同
じ
街
中
の
商
家
（
時
計
屋
）
に

な
っ
て
い
た

。
家
の
裏
に
は
市
中
を
二

分
す
る
女
鳥
羽（
め

と
ば
）川
が
流
れ、

東
に
は
美
ケ
原
高
原

が
山
並
み
を
成

し
、

西
に
は
北
ア
ル
プ

ス
の
嶺
々

が
そ

び
え
て
い
た

。

松
本
は

、
私
の
両
親
も
そ
こ
に
学
ん

だ
、

日
本
最
古
の
小
学
校
と
し
て
知
ら
「をしそ（末 もク玄 患 の美 少息でいにれ
墨覚くこ梓期松d与ラれ 晶麗饗審 畔ケ三期子手都 トる
塗えなでJ 11に本えスも 哩暢滋覇 。原年をだ広市教開
りてり聴村は市らをよ 嘩麗襲撃ぷ源か間過つくで育智
世い 、いて市はれ代い 唱 J麓襲警察 池ら通ごた営あ 熱学
代る声たL内戦て表教 一可哀懇機 国流っし 私業つ 心 F

。を 。疎h災いす師 …… 民れたてはしたで戸
（私出子関ピをたるに 学る市い 、て 。文立
教たし供しり免 。存恵き中新校戦校薄立た何いそ化本
制ちて心 、安れ 在また学制にと（士松と不たの的徴
書は泣に玉曇た とれの校のなな三す本い自薬よなさ
の典いと音野が し 、だと市つり年す幼え由局う香れ
そ型たて放の 、 ていが育立た 、生き稚よなのなりる
れ的こも送回戦 のつ 、 つ清）小で）園うく一環のよ
まなと悲は舎争 場もいて水 、学終ハ｜ 、 。幼人境高う

実家倒産で突然の逆境
で
戦
争
を
鼓
吹
し
て
い
た
部
分
を
教
室

で
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
使
用
し
た
世

代
）
で

、
こ
う
し
て
幼
少
期
に
価
値
の

大
転
換
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あっ
た

。

と
は
い
え

、
個
人
的

に
は
バ
イ
オ
リ

ン
を
習
っ
た
り

、
絵
画
が
県
展
に
連
続

入
選
し
た
り

、
陸
上
競
技
で
は
中
学
生

の
県
記
録
を
作
っ

た
り
と
恵
ま
れ
た
幼

少
年
期
を
過
ご
し
て
い
た
私
が

、
も
う

学
校
に
も
行
け

な
く
な
る
か
と
思
わ
れ

た
不
幸
に
突
如
襲
わ
れ

、
辛
い
逆
境
に

陥
っ
た
の
は

、
希
望
に
満
ち

て
入
学
し

た
松

本
深
志
高
校
の一
年
生
の
と
き
で

あ
っ
た

。
今
日
風
に
い
え
ば

、
我
が
家

が
倒
産
し
た
の
で
あ
る

。

な
か
じ
ま
・

み
ね
お

一

九
三
六
年
松

本
市
生
ま
れ。

東
京
外
国
語
大
学
中
国
料

卒。

東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
料
（
国

際
関
係
論）

修
了
。

社
会
学
博
士
。

竹
年

東
京
外
大
教
授、

回
年
か
ら
例
年
ま
で
同

学
長
。

開
年
か
ら
旧
年
ま
で
国
立
大
学
協

会
副
会
長
。

M
年
か
ら
公
立
大
学
法
人
国

際
教
養
大
学
理
事
長
・

学
長
。

文
部
料
学

省
中
央
教
育
審
議
会
委
員
（
大
学
院
部
会

長）
。

「
現
代
中
国
論
」

「
中
ソ
対
立
と

現
代」

「
北
京
烈
烈」

な
ど
著
書
多
数。
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松本で育った私が今振り返って
一
番お若かった担任の杉浦員美先

みてつくづく感じることの一
つ
生は今もご健在だが、
寒い冬の日

は、
幼稚園から高校まで、
本当に
に私たち園児をコlトのなかに包

よい教師、
よい教育者に出会った
んでくれたぬくもりが忘れられな

ことであった。
のちに自ら大学の
い。

品匡一
教壇に立ち、
また永く大学行政を
今年が創立百周年の源池田民学

MMMV一
担うようになってからは、
東京の
校（小学校）
は、
町の外れの薄川

省一
大学人に比べた

議
選
の畔にあったの

一
ら、
信濃教育会

：J
J岬
J、
；
縦横織
で、
学区で一
番

目

if
i；
！

白曙一
傘下の信州の教

護
……
J…
襲一錦
繍必

遠くから
通っ

叫一員の方が、
はる

時
J
九
運動
磯
署…

た。
近くサイト

A『一
かに立派な教育

山77守

ウキネンのオペ

長一
者ではないかという思いを一
層強
ラのために、
こけら落としをする

噌一
くした。
ところが近ごろは、
「教
巨大な市民芸術館の場所は深志公

ガ一
育の信州」
がかなり地盤沈下して
園といって、
よく野球をやった広

犠一
いるようで、
残念でならない。

場や庭園風の池があったが、
その

蜘慨一
私の幼少期を振り返ると、
百
二
あたりを通って行った。
教育勅語

国一
十年近い歴史をもっ市立松本幼稚
が納められていた奉安殿に一
礼し

園の園長は、
郷土史学者としても
て学校に入る緊張感が懐かしい。

著名な一
志茂樹先生だった。
当時
三年生で終戦となり、
復員して

砂惨2

良い教育者と出会う
来られた四年生のときの金井庄平

先生は、
「民主日本』
の建設に情

熱を注がれたが、
ある事情で教頭

の伴良次先生が担任になった。
薄

川で鉱物採集の石を拾ったり、
美

ケ原で高山植物の標本を作ったり

と、
野外教室が素晴らしかった。

そんなある日、
小学校の校庭を

ジlプが勢いよく横切って視察に

来た。
米進駐軍の教育担当将校で

確か名前はウイリア五・
ケリ！と

いったが、
生徒との懇談があって

アメリカの小学校に一ついて私が質

問すると、
通訳を介じて丁寧に説

明してくれた。
だが一
彼は教卓に

腰掛けたまま、
軍靴を生徒の机の

上に投げ出して答えていたのであ

る。
その姿に、
「日本は戦争に負

けたのだ」
苫強く思ったことを覚

えている。
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嶺雄中嶋 砂惨4

松
本が
文
化

の
香
り

高い
都
市

だっ

た
とい
う

の
は、
町

の
文
化
人
の
尽
力

で松
本
音
楽
院が
終
戦

の翌
年に
設立

され
た
り

、
旧
制
松

本
高校
が
あっ
た

り
し
たこ
となど
だ
け

で
はな

い
。

戦
時

中
の
疎
開

とい
うこ

と
もあっ

たが、
著
名

な
文
化
人
が
大
勢松

本周

辺
に
来

て
い
た

。
薄

川上
流

の
温
泉
・

震
間
二
九

h

山荘
に
は
陶
芸

家
の

嘩

関

韓欝

咽

バ
ー

ナー
ド
・
リl
…一四

四重
甥輔官

4

チ
が
よ
く
来

てい
た

し
、

浅
間
温
泉

に
は

洋
画
界

の重
鎮
・

石
井
柏
亭

が
逗
留
（
とう
りゅ
う）

し

て
い
た

。
石
井

画
伯
の
寄
宿

先
「
せ
ん

きの
湯」
は一
般

の
湯
客
は

とら
な

か

っ
たが

、
わ
が
家
は

よく
使

わ
せ

て
も

らっ
た
の
で

、
立
派

なひ
げ

を
たく
わ

え
た
柏
亭

先
生
と
は
子
供

のこ
ろ
から

湯
船
で
よく
ご一
緒
し
た

。

国際教養大学学長

が『亨と も名蒼 高高：；，•• 
た塑て二初が

家樹ずい私ょに輪 2蹟密 か宣い十入 、恐
が海峯いのくな先 事欝輔 さ亮た号選中れ
扇』生 、父わ つ生 轟醐電 ん生だのし学多

包ん異（がたや ＼器器購奪還 との い水た ーく海最だ色高家洋贋 司町 議機建議l はおた彩「年ザ』高松の雄に画（ 今嬢喜画夜の主自奥富奈話芸字文白茶室虫記事境注量皇さ芸
身でj秋俳 、寄滝）本（ 号 く 。々画忘覧棚由」
『あ主人俳ら川作画よ 北お家れ会」f言き
清つ宰 ・ 号れ太論家うがのア会 ・ が場と美な
淳たの鈴をた郎争 ・ せ 生 烏 ルい固たで題術か
集 。俳木晴 。先で山つん川 プし坂い嚢す展つ
』わ誌し陽 生有口）だ村スてゆ 。めるにた

多くの文化人が松本に
の
編
集
発
行
所

や
中
信
俳
句

作
家ク
ラ

ブ
の
事
務
局に

なっ
て
い
たこ
と
もあ

っ
て

、
東
京
から
巨
撒
先生

や長
野
か

ら『
糾
野
』主
宰

の
栗

生
純
夫

先生
、

現
在
は『
り

んど
う』
主
宰
の地
元

の

藤
岡
筑
郁

先
生ら
の
俳
人

や
文
化
人
が

多く
出

入
り

し
て
い
た

。
そ

ん
なこ
と

から
若

山
牧

水犬
人

の
若
山喜
志
子

先

生
もよく
来ら
れ

た
。

私
の
ヴァ
イ
オ

リン
を
聴
い
てく
だ
さっ

た
と
きの
白

髪の
高
貴

な
姿が
印
象
深
い

。

同
じ
町
内の

中町
に
は彫
刻

家
の
太

田
南

海
、

書
道の
員
野
竹堂

、
民芸

の

丸
山
太
郎
の
諸
先
生
も
住
ん
で
お
ら

れ
、

子
供

のこ
ろ
から
い
ろ
い
ろ
教
え

ら
れ
た

。
中町
から
は
駐
西
独
大
使

を

務
め
た
吉
野
文
六
氏
さ

ん
が
出

て
お

り
、

わが
家
の二
軒

お
い
て
隣

の
お
兄

さ
ん
が
上
智
大

学
名誉
教
授（
外
交
史）

の三
輪
公
忠
氏で

あっ
た。
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嶺雄中嶋 砂惨5

前演あ 八 も 道i グ ら 人 席 円未才源は 全
当 総 にり月た私 館 ト ラ 成 の の 宮 に能流 、 世 今
初統招 、中 ち はでをンる子も妃は 教 で鈴 界 日
の 夫 かパ旬と大関 東 ド第供と殿天育あ 木 に 、
松 人れ イ に 一 会催 京 コ五た 、 下 皇研る鎮 広 ス
査 がた オ は緒委し の ン十 ち 三 ご ・ 究 。ーがズ、
日 名 。リ 台 に 員 た 武 サ 回か千臨玉会 松 先るキ
楽 誉 音ン 北 合 長 。 后と 本 生幼
院会 楽 持で奏 だ λ J 両な音の児 メ
に 長 通 参 アしつ 溢芸品盤盟盟 陛り 楽 松 音 ソ
は だ のでジたた 母語饗響 下 、院 本 楽 l

、つ曾のアが の 襲警報 そ こ は箸 教 ド
パた文記大 、で 謹謹畢謹欝 し の や 楽 育と
イ 。 悪 念 会 こ 子 場聾欝謹供 て三 が院運し
オ ・ 講 が の ど 五品品 高 月てが動て

国際教養大学学長

リ
ン
の
ほ

か
声
楽（
主
任
は
副
院
長
の

森
民
樹
先
生）

、ピ
ア
ノ
（
主
任

は
鈴

木
静子
先
生）
が
あ
り

、
下
横
田
町
の

粗
末

な
木
造二
階建
て
を
借
り
た
も
の

だっ
た

。
し

か
し

、
そ
の
中
身
は
大変

な
も
の
で

、
す

で
に
名
声
の
あっ

た豊

田
耕
児
さん
が
フ

ト
－i

域機綴
ラ

ン
ク

のバ
イ
オ

百臨舗輔照
繍
リ
ン
・
ソ
ナ
タ

で

問問団一臨機
鈴
木
先
生
の
レッ

ili－－r
 

4却’R
・4

ス
ン
を
受け
て
い

た
光
景

な
どは

、

時代
が
ま
だ
終
戦
直
後
だ
と
い
う
こ

と

を
考
え

る
と

、
実
に
か
け

が
え
の

な
い

芸
術
活

動
で
あっ
た。

そ
の
松
本
音
楽
院の
鈴
木

鎮一
クラ

ス
に
母（
綾子）
に
連

れ
ら
れて
私
が

入っ
た
の
は

、
街
角
に
雪
が
残る一
九

四
七
年
（
昭
和二
十二
年）
一
月
で
あ

っ
た。
満
九
歳
だっ
た
か
ら

、
「
ど

の

ンで厳しい練習バイオリ
子
も
育つ

、
育て
方ひ

とつ」
と
い
う

対
象
年
齢

か
ら
は
み
だ
して
い
て

、上

達
も
遅

かっ
た
が

、「
耕ちゃ
ん」
（
豊

田
氏）

の
よ
う

な
天
才
が
近
く

に
い
た

の
で

、音
楽
の
道
に
進
む
こ

と
な
どは

、

当
初

か
ら
考
え

な
かっ
た

。

し
か
しバ
イ
オ
リ
ン
を
習っ
た
こ

と

は
人
生
の
大
き

な
財産

で
あ
り

、
今
で

も
しば
し
ば
仲
間

と
合
奏
し
た
り

、
わ

が
家
で
カ
ル
テッ
ト
をし
た
り

、
東
京

外
大
の
新
キャ
ンパ
ス・
オ
ー

プニ
ン

グ
式
典

で
ブラ
l

ム
ス
の
大
学
祝
典序

曲
をコ
ン
サー
トマ

ス
ター

と
して
弾

か
せ
て
もらっ
た
り
と

、
多
忙
な
日
常

を
癒
や
す
最
大
の
糧
に
なっ
て
い
る

。

先
年
満

九
十

九
歳

で
他
界
さ

れ
た
鈴

木
先
生
は
そ
の
意
昧

で
生
涯

の
恩
師

で

あ
り

、
近
く

で
接
し

た
先生

の
実生
活

や
私
個
人へ
の
教

育
と
い
う
点
で
は

、

巨
大
な
反
面
教
師

で
も
あっ
た

。
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わ
が
家に
突
然
起
こっ
た
悲
劇

は、

そ
ん

な
混
乱
の

な
か、
気
弱

な
父

は

深
志
高
校
一
年
の
時

で
あっ
た 。

中
島
寝込
ん

で
し
ま

い、
店
員

も
四
散
す
る

薬
局

は
市
内

で
一、
こ
を
競
う
規
模
で
な
ど、
母と
長
男

で一
人っ
子
の
私
し

繁
盛
し

て
い
た
の
に 、

あ
る
日、
手
形
か
周
囲
に

い
な
く

なっ
て
し
まっ
た

。

が
不
渡

りに
なっ
た
と

いっ
て、
父

は
ご
近

所
や
遠

い
親
戚 、
そ

れに
薬
品
閉

店
を
閉

めて
し
まっ
た
の

で
あ
る 。

屋
の

社
長
さ
ん

な
ど、
温
か
い
手
を
差

「
中
島
薬
局
がつ
ぶ

れ
た」
と

い
う
し
伸べ
て
下さ
る
方

も
あっ
た
が、
散

う
わ
さ

が
広
ま
る

ぷ

議議

々
わ
が
家
で
お
世

な
か、
そ

れ
か
ら

智
，

髭F

d＼f…

J機
話し
た
の
に
急に

は
親
戚
（せ
き）

議画審シ－曲、i＼ d

冷
た
く

なっ
た
人

会
議
を
開

い
た

窪田P
畠、 一
《
・
湖
晶
i／

た
ち

も
い
て、
世

り、
問
屋
や
銀
行

、Lhyz

の
中
の
表
と
裏
を

が
出
入

り
し
た

り
の
大
混
乱

で
あっ
痛

い
ほ
ど
知ら
さ

れ
た

。

た 。
親
戚
筋に
金
融
業
者
が
いて
頼っ

中
島
薬
局

は
大正
製
薬
の
信越
総
代

た
と
こ
ろ
弱
み
に
付
け
込
ま

れ
て
ひ
ど
理
店
だっ
た
の

で、
な
ん
と

か
支
援
し

い
目
に
あっ
た

り、
親
戚
の
紹
介

で
事
て
もら
え

な
い
も
の

か
と 、
私
自
身
が

件
屋
風

が
力
に

なっ
て
く

れ
る
と

い
う
単
身
汽
車

で
上
京
し

て
出張
員宅
に
一

の
で
頼
ん
だ
ら、
金
融
業
者
と
連
携
し
晩
泊
めて
も
ら
い、
翌
日
の
本

社
の
返

て
わ
が
家
の
財産

を
狙っ
た

り
と

いっ
事
を
期
待
し
た
の
だ
が、
や

は
り
無理

た
具
合
で
あっ
た

。

だっ
た

。
そ
の
と
き
の
八王
子
郊
外思

嶺雄中嶋国際教養大学学長

不渡りで世の裏表知る
方
村
の
夕
日

が
忘

れ
ら
れ
な
い

。

結
局 、
十
一
月
の
文
化
の
日
の
夜
更

け
に
父
母と
私
の
親
子三
人

で、
土
蔵

が二
つ

も
あっ
た
家
屋
敷
を
は
じ

め、

私
が
北
ア
ル
プ
ス
山
ろ
く
の
集
落 、
島

々
宿
（
し
ま
し
ま
しゅ
く）
ま

で
約二

十
J

を
寒
風に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
自
転

車
で
薬
を
売

りに
行っ
た
ア
ルバ
イ
ト

代
で
手に
入

れ
た
電
蓄
や、
父

が
集

め

た橋
本
明
治
画
伯
の
掛
け
軸

な
ど、
財

産
を
すべ
て
無
く
し

て
裏
木
戸
か
ら
生

家
を
去っ
た
の

で
あ
る 。
債
権
者
会
議

で
は
「
どう

か
学
校に
だ
け

は
行か
せ

て
く
だ
さ

い」
と
私
が
頭
を
下
げ
た

。

なぜ
こ
ん

な
こ
と
に

なっ
た
の

か
。

中
嶋
家
の
家
系に

は、
獅
子
文六
の
小

説
『

大
番』
に
登
場す
る
兜
町

で
切
腹

し
た

大相
場
師・
中
嶋豊
次
郎
と

い
う一

人
物
が
い
る

が、
父

も
株

で
大
損
を
し

た
の

で
あ
る

。

一
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師と
し

て
体
験
し
た
原
爆
の
悲
劇
を、

ヒュ
ーマニ

ズ
ム
の
見
地
か
ら
全
校
生

に
向

かっ
て
淳々
と
語
ら
れ
た 。一
一年

次
担
任
の
小
松
孝
志
先生

は
後に
長
野

県
教
育
長に

も
な
ら
れ
た

が、
私
が
最

も
得
意

な
税
目

で
成
績
も

トッ
プ

で
あ

っ
た
世
界

史が
専
門

で
あ
り、
三
年
次

担
任
の一
般

社
会
担
当
の
平
沢
武
男
先

生
は、
「
真理

は

平
凡

な
り」
が
モ

ッ
ト
ー

で、
気さ

く
に

生
徒
の
悩
み

を
聞

いて
下さっ

た 。特に
私
が
影
響
を
受け
た
の

は二
年

次
か
ら
正

課と
し

て
始
まっ
た
フ
ラ

ン

ス
語
の
並
木
康
彦
先生
（
後に
中
大
教

授）
で
あ
る。
ベ
レ
l

帽
姿
の
ダ

ン
デ

ィ
ズム
に
加
え
て
実に
型
破
り
の
教
師

で、
浅
間
温
泉
の
下宿
を
訪

れ
て
は
徹

夜
で
人
生
論
を
話し
込ん
だ。
東
大
仏

高校で仏文化に親しむ
文
の
渡
辺一
夫
教
授
の
ま

な
弟
子
だっ

た
の

で、
私
たち

は
夏
休
み
に
渡
辺
先

生
か
ら
モ
lパ
ッ

サ
ン
の
短
編
「
首
飾

り」
の
講
読
を
受け
る
と

い
う
特
権に

も
預
かっ
た 。

今
は
俳
人と
し

て
も
著
名

な
藤
岡
筑

郁
先
生
に

は
古
文
を
習っ
た

が、
映
画

評
論に
た
け

て
おら
れ 、
名
画

を
よ
く

鑑
賞
し
た 。
後に
「
邪
馬
台
国
論
争」

で一
躍
著
名
に

なっ
た
国
語め
古
田
武

彦
先生

は、
自
説を述べ
て
止
ま

る
と

こ
ろ

を
知
ら
な
い
熱血
漢

で
あっ
た 0

1
深
志
高
校

で
は
山
岳
部
員

で
も
あっ

た
が、
フ
ラ

ン
ス
語
と
フ
ラ

ン
ス
文
化

を
学
ぶ
「ゴ
lロ

ア
協

会」
を
私
が
中

心
で
立
ち
上
げ 、
深
夜
ま

で
キャ

ン
プ

フ
ァ

イ
ア
I

が
尽
き

な
い
秩
の
と
ん

ぼ
祭（
文
化
祭）
に

は、
冊
子
『シャ

ン
ソ

ン』
を
発
行
し

て
ラ

ン
ボ
！

の
詩

や
「
自
由

を我ら
に」
の
歌
を
楽
し
ん

だ。
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松本深志高校は県下随一の進学
大口論となり、二人して岩場から

校であったが、生徒は秩のとんぼ
転落するところだった。

祭が終わるまであまり受験を気に
白状するとλこの山行には私の

せず 、浪人もよい人生体験だとい
秘め事が隠されていた。中学のと

った気風が強かった。私も一浪組
きからある女性に恋したのだが、

だが、予備校などとは全く無縁で
失恋なのかと思い込み 、スタンダ

あった 。

ールの『恋
空論』を読み 、彼女の

浪人生のとき

議選
ために作曲した

の思い出は、夏
fJ勝目F
h
嚢
＼人
メヌエット入り

にフランス語仲

襲
撃…
〆
量一一

J
のノlト李必死

聞の山根二郎君

、J
6．、

！吋
になって書いて

と西村俊彦君を
山γUW A2vW J

彼女に読んでも

誘ってテントを担ぎ 、まだほとん
らった。その問 、独りで西穂高岳

ど人の入っていない北アルプス黒
に登っても傷心癒やされず 、再び

部源流の雲の平ヘ行ったことであ
親友を山に誘ったのである。

る。山根君は後に東大紛争の全共
そんな次第であったが、やはり

闘側の弁護士として勇名をはせる
受験が近づくと猛勉強を始めた。

が、当時からけんか早く、折角三
フランス語をいかして東大で仏文

人で大縦走してきたのに、烏帽子
学をやろうかとも思ったが、戦後

岳の頂上でささいなことから私と
世界の変動に関心が向い始め 、特

国際教養大学学長

珍しかった中国科志望
に周思来とネル！との平和五原則

外交や中国革命の成功に鼓吹され

ていた私は、東京外語大志望に強

く傾いていた。

願書を書くときに中国税かイン

ド料か迷い 、結問中国料に決めた

のを覚えている。松本の私の周辺

では「嶺ちゃんは中共にかぶれた」

とのうわさも立つほど当時はまだ

珍しい進路選択であった。

入試ではフランス語が最高点だ

ったらしく、「なぜ中国料に行っ

てしまったのか」とフランス刺主

任の鈴木健郎教授が入学直後に呼

び出して下さった。入試に面接が

あり、志望理由を関われたので「外

語大には串田孫一先生がいるから

です」と跨暗（ちゅうちょ）なく

答えた。名著『若き日広仙』ぷ当

時の私のバイブルであった。hm
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東京外国語大学の中国語専攻は
で最初に「地域研究」を唱導され

当時正式には第六部第一類といっ
たお一人の河部利夫教授の世界史

た。通称も中国語学斜ではなく中
ゼミで書いた。題目は「階級の論

国科が正しいのだが、その背景に
理とナショナリズム」であった。

は語学中心か中国研究も含むのか
あこがれの串田孫一先生は倫理

という外国語大学に固有の問題が
学担当で、山岳部長だったので、

あったといえよう 。

私も山岳部に入部した。食堂脇の

しかし当時の

護下選
小屋が部室で、

中国税は暗記と
罷
E
許
襲撃一…二機
串田先生もよく

毎時間テストに
晶一一一一ベ臨議「盤綿一捌 ぷ
来られたが、『若

よる特訓方式の

昌司輔司
《

・＼
晶智
き日の出を耽

長谷川寛先生

読（たんどく）

と、日本の中国語学界の代表的存
したことを近くで告白する機会

在で後に学長になられた鐘ケ江信
は、在学中はついになかった。

光先生というお二人の助教授の授
当時の外語山岳部は、大谷一良

業など、すべてが語学中心であり 、
氏（版画家）や三宅修氏（山岳写

期待していたような中国革命なり
真家）らの上級生が、串田先生中

「毛沢東思想」に一言及されること
心の山の芸術誌「アルプ」にかか

はまったくなかった。

わったり、モンゴルに海外遠征し

そこで私は卒業論文を、わが国
たりと、たいそう盛んであったが、

嶺雄中嶋国際教養大学学長

こがれの山岳部入部あ
やがて私は学友会（自治会）の委

員長に選ばれ、学生運動に時間を

割くことになったためもあって 、

本格的な登山は、新入生の夏の北

アルプス奥又白谷をベlスにした

前穂北尾根での訓練が主なもので

あった。
一年生で砂川基地反対闘争に二

年生で原水爆禁止運動に参加した

私は、三年生のときの勤務評定反

対闘争のリーダーであった。三日

間のストライキを提起して教授会

で退学処分寸前だったが、当時の

教務補導部長が英語で有名な小川

芳男先生で、私にとっては運命的－

な出会いとなった。

外語名物の語劇と一緒の文化祭

が中野公会堂で催され、私がバイ

オリンを独奏したときには、「勤

評反対！」とやじが飛んだ 。
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一
九五八年の勤務評定反対闘争
論家）・香山健一
（後に学習院大

は 、
警職法反対闘争と連動して高
学教授）
両氏らの主導下で 、
既成

揚していった 。
なかでも和歌山で
の左翼 、
特に日本共産党と対立す

の反対運動が全国的な決戦場にな
るラジカルな政治姿勢を示しつ

り 、
当時 、東大の西部道君（現在 、
っ 、
六O年安保闘争の主役になっ

評論家）
らとともに都学連の執行
ていった 。

委員にもなっていた私は 、
全学連
東京外大では委員長の私が 、
そ

オルグとして和

送還
の語学力で全学

歌山へ行くこと

〔了、
J
Ev
j一山
懇
連国際部長にな

になった 。
その

量一一時
臨
雲Y
E一心、 一ぷ

っていた一
級上

日がたまたまア
、

謹－p …
司
《暢

＼
：； 、

のロシア斜の志

マチュアの都民
ξ 、vぺ 山 J

水速雄君（後に

交響楽団の日比谷公会堂での公演
東外大教授）
や一
級下のドイツ糾

だったので 、
演奏会用の黒いスl
の沢井信治君（現在ブ映画監督）

ツを東京駅で着替えて夜行列車に
らと「社学同」
支部を立ち上げた

乗った 。

－

ころから 、
安保闘争の渦中に入っ

学生運動の高揚は 、
翌五九年秩
ていった 。
六O年四月二十六日 、

から日米安保条約改定反対運動ヘ
国会周辺のチャペルセンター前で

と発展していく 。
そのころの全学
デモ隊が警官隊と対崎（たいじ）

連は東大の森田実（現在 、
政治評
していたとき 、明大の小島弘君（現

国際教養大学学長

安保闘争の真っただ中に
在 、
世界平和研究所参与）
が「今

回 、
志水がぱくられるのでよろし

く」
と私にささやいた 。
と見る聞

に志水君は装甲車を乗り越えて警

官隊と衝突 、
公務執行妨害で逮捕

された 。
以後 、「安保反対 、岸を倒せ！」

のスローガンの下に連日国会周辺

を数十万のデモが取り巻き 、
宿命

的な六月十五日を迎えたのであ

る 。
戦後の日本がなんとなく大き

な岐路に立っていたと感じられた

危機意識が大衆的に噴出したので
一

あり 、
具体的に日米安保条約の条

文を読んで 、
日本の安全保障の先

行きを危慎（ぐ）
したわけではな

かった 。
その点では 、
あれほどの

反対にもかかわらず安保改定をや

り遂げた岸信介首相は 、
見事であ

った 。
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安保闘争への高まりの中で 、
気
メリカ研究）による面接を受けた 。

がつくと私は大学卒業の年になっ
翌日 、
岡倉先生からはがきが来て

ていた 。迷った末に 、秩のある朝 、
採用が決まったが 、
給料は大学卒

予告もせずに小石川の小椋広勝先
初任給の約五分の一
の三千円だっ

生のお宅をお訪ねした 。
小椋氏は
た 。
中国研究は姉妹機関の中国研

財団法人 、
世界経済研究所の理事
究所がやるとのことで 、
欧州共同

長を務める経済学者で 、
外語祭の
市場を中心に英語やフランス語の

講師にお招きし

暴露
新聞・雑誌を読

た方だった 。
小

J：
F
＼

語、
、

闘

機

んで訳すことが

さなお宅は玄関

護
寸

臨

書

J

陸
、

vI
仕事だったが 苅

まで本だら
け
J

春

場 一
J

S

率

先輩の野村昭夫

で 、
是非世界経

～

所員（後に東京

済研究所に入りたいとお願いする
経済大教授）
から赤字をいっぱい

と 、
「生活の保証はできないが 、
入れて懇切に直されたことが 、
私

それでもよければ 。
ただし試験を
の語学力をどんなに高めてくれた

する」
とのことであった 。

ことか 。

当時私が住んでいた新大塚のア
こうして一
応就職が決まり 、
教

パlトに近い同研究所で 、
英語と
職免許もないのに週一
日は杉並区

フランス語の試験と 、
岡倉古志郎
の高千穂高校で英語の非常勤講師

氏（国際政治） 、
陸井三郎氏（ア
もすることになった私は 、
和歌山

国際教養大学学長

就職先で語学力磨く
の勤評闘争の際に出会った奈良女

子大理学部三回生で当時は自治会

副委員
長だった女性（小林洋子）

が東京の中学校教諭に決まったこ

ともあって 、
岡倉先生ご夫妻に仲

人をお願いして学士会館で会費制

の結婚式をした 。

一
九六0年代初頭 、
中ソ論争が

大問題になるにつれ 、
私は中国も

分析するようになり 、
『エコノミ

スト』
などの雑誌にも寄稿するよ

うになった 。
そんなある日 、
所員

会議の席上 、
T氏が興奮して「研

究所にアメリカ帝国主義の手先が

いる！」
と言い出した 。
私はもと

もと「トロツキスト的傾向がある」

として日本共産党に入党を拒否さ

れていたので直接関係なかった

が 、
日共内部の修正主義者狩りが

もろに研究所を襲ったのである 。
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つに強セ主かの工雄 先 あた郎な生た三て『
たは会ル婦ら検大氏輩所るこ氏くし 。入 、世世

、が平なの挙教（格員 。とのさ たその苦界界
春私和ど 親 で授後のの は影れと弓所し経経
日 の財を友共）に千聞 事響たり L」員い済済

氏 ア 団誘でには芝葉で 実を共つ づヨが経年研
もパ支つ 、宮 、浦秀も でー産の現日営 報究
来 i持て干 城 春 部党だ代出な』 所
ら ト 者組葉刑 日 所幹が修吾がをは

れで協織氏務氏 於 温主盤盟思 員 部 、正 L ら 刊
た 行 議しが所と 袋署饗襲撃 が ・ 離 主 警 も 何 回
こ わ 会た市には 綜 慣習湾機 受春党義志 十 し 半
とれこ「民い戦 車醤聾盤監 け 日 を」し二た期
がたのラ派た 時 糟欝川日 て庄よがて｜り毎
あ際勉ツの 時 中 孟幅五よ い次ぎ発い 十 しの

国際教養大学学長

現 会を清安年こ よ� な現 つ右和「
j _p. 翌 を中水保五そ V、宮脇盤 い i キそたのをべな
j思 春結心幾闘月国 犠欝襲撃 。 出 の 。 協！平お
潮に 成 に太争 号会 ＼顎轍議議選学想こ 議市連 五
社はし 、郎の）へ 笥九開審韓議警 告 研 ろ 会民」 決
か月た同氏知 の」 鴨可芸懇〉教事究の の 連 つ 当
ら刊 。年（的文（

均一一一 動会私 提 合ま椙
刊誌 がく学リ章『 はのの 案 」り翠
行 『 、 習 ！と 世私敗保てセそこ活 にと 「 宍
す現 現院ダと界た北闘行クのと動 よいベ、、
る代 代大lも』ちと争 つ ト 後がと るう ト み
こ 思 思 学でにーは七歪た化い忘し も � ナ l'.f
と想 想教あ六九 、りァロがに わ れて の称ム判
と』 研授つO六「え全 、堕 ゆ らは ではに ほ
なを 究）た年O今たな安しるれ 、 あ 、平 、

清水先生との出会い
り

、
私
は
編
集
委
員
に
な

っ
た

。
編
集

を
担
当

し
た
こ
と
か
ら

、
当
初
会
に
参

加
し
た
評
論
家
の
村
上一

郎
氏
や
会
外

の
論
客・
佐
藤
昇
氏

、
山
田
宗
睦

氏
ら

に
も
会
う
こ
と
が
で
き
た

。

多
く
の
話
題
を
呼
ん
だ
現
代
思
想
研

究
会
で
は
あっ
た
が

、
雑
誌
は
黒
字
だ

っ
た
の
に
第
七
号
で
終
刊
と
し
た

。
そ

こ
に
は
「
再
出

発
に
あ
た
っ

て
｜
｜

わ

れ
わ
れ
の
視
点
」
と
題
し
て
高
根
正
昭

（
後
に
上
智
大
教
授
）

、
三

浦
つ
と
む

（
哲
学
者
）
の
諸
氏
ら
と
私
の
六
人
が

書
い
て
い
る

。

清
水
先
生
と
は

、
国
会
前
の
路
上
で

香
山
健一
氏
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
が
最

初
で
あ
っ
た
が

、
仲
間
と
荻
窪
の
お
宅

に
伺っ
て
は
よ
く
議
論
を
し
た。
結
局

私
が
先
生
の
最
晩
年
ま
で
親
し
く
さ
せ

て
い
た

だ
い
た
の
だ
が

、
第一
級
の
知

識
人
の
靭
（
つ
よ
）
さ
と
孤
独
を
間
近

に
見
た
よ
う
な
気
が
す
る。
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た現シ問受究友た強な論 し学のたはつ ら
が代ア題験料人のい新と私始院仲 。将たア世
五文現が者 固とで関しいはめに間六来がジ界
出 だ代出の際 一 、心いう国て入はO性 、ア経
書 け史る 専 関緒そが学学際いつ 、年に内・ 済
戸 でがと攻係にれあ間際関たた新安疑紛ア研
：� な出のか論 東 なつに的係 。 りし保聞のフ究
i..： く題慣ら課大り 米いをとあリ所
k 、さ例， 隔程大 の 、 nun · · · ··· 国出闘不おカは
忙 古れでたを学 準 が謹箆轟翠5; ヘ発つ安り研ー
ピ い 、 、つ受院 備 ／1僻轄:1: ·· 留をたをも究九� 文中イた験社を テ 晶盤議 学期学感あ所六
〔章国ン地し会し 語軍曹覇忌 しし生じりに三玉 訟語ド域た学 て 吃瞬号線九 たて運て 、変年

出もネの 。研 、 t曹司陰 り大動い私わか

嶺雄中嶋国際教養大学学長

幸運
に
も
合
格
し
た

。
本
郷の
法
文
経

大
教
室
が
満
席
に
な
る
ほ
ど

受
験
者
が

多
かっ
たの
に

、
合
格
者
は
定
員の
半

分の
六
人
の
み
だっ
た

。

指
導
教
官
に
は
帝

国主
義
論
で
著
名

な
江
口
朴
郎
教
授
を
お
願

い
し
た
く

て

参
上
す
る
と

、
私
が
中
国
研究
な
の
で

ぶ
懇

遼
巡
（
しゅ
ん
じゅ

量J
J－
L
ん）
さ
れ
て
い
た
が

、

、
器開 Ad
「
ま

あ
、

い
い
で
し

曲郁子一
議官出
ょ

う」
と
引
き

受け

て
下
さっ
た。

当
時

、
国
際
関
係
論
課程
に
は

、
気

鋭
の
中国
政
治
史学者
・
衛
藤
濯
吉
助

教
授が
お
ら
れ、
衛
藤
先

生
は
後
に「
中

嶋
君
は
僕の
授業
を
拒
否
し
ま
し

て・．．
 

：・」
と
よ
く
言わ

れ
た
が

、
ア
カ
デ
ミ

ズム
に
疎かっ
た
私
に
は

、
江
口
先

生

しか
念
頭
に
な
く

、
ま

た
衛
藤
先

生
の

授業
が
土
曜
目
だっ
たの
で

、
週
末

は

自由に学んだ大学院時代
私
が
生
活の

た
めに
開

いて
い
た
「
震

ケ正バ
イ
オ
リ
ン
教
室」
のレッ
ス

ン

日
に
当

たっ
て
い
た
か
ら
で
も
あっ

た。
なお

、
そ
の時

の
私
の
生
徒

の
一

人
が

、
異
色

の
社
会
学
者
と
して
現
在

活
躍

中
の
宮
台
真
司
君

で
あ
る。

国
際
関
係
論
課程
の
本
拠

は
駒
場
だ－

っ
たが

、
本
郷の
授
業
で
は

、
斎
藤
真 ←

教
授の
ア
メ

リ
カ
外
交

史
が
中
国
研究一

の上
で
も
大変
有益

で
あ
り

、
京
極
純 －

一
教
授
に
はバ

ー
ナ
ー

ド
・
ク

リッ
ク

の
難
し
い
英
文
テ
キ
ス
ト

で
政
治

学
の

神
髄
を
学ん
だ

。
授業

の
た
び
に
小
室

，
直
樹
氏（
現
在

、
評
論
家）
が
京
極
先

生
に
食

いつ
いて
い
た

。

駒
場

で
は

、
兄
貴
分の
よ

う
な
国
際

関
係
史
の
斉
藤
孝
講
師
に
助
言
を
受

け
、

そ
して
国
際
政
治

史の
江
口ゼ
ミ

の
自
由

な
学
問
的
雰
囲
気
か
ら
は

、
実 4

に
多
く

を
学ん
だ

。
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東大大学院に入学する前後か

ら、織（し）烈化したソ連と中国

のイデオロギー論争が中ソ対立へ

と発展していき、私は「エコノミ

スト」や「思想」に、中ソ論争や

現代マルクス主義を巡る論文を書

き始めていた。

それらの論文

に注目してくれ
審墨Fh

た青木書店の編
嘩開
簡期間晒

集者が企画を通
藩
謹輔ゴ

してくれ、現代

中国を分析する著書を執筆する機

会を与えられた。大学院にλった

とはいえ、自分の将来がどうなる

のかも定かでない不安の中で、毎

晩本郷の東大図書館に残って、一

年間苦闘して書き下ろした六百五

十枚の原稿が、一九六四年十一月

に『現代中国論
イデオロギーと

国際教養大学学長

沢 の ツ で 進 中 き ょ� 戦 撲 の な さ 政策影 テ 今あ 」 園 、 円麗：、 前 （ で ど そ れ 治思 響 イ考 る 政 の ま ’ 場輔欄長 の ほ 、 は の た のも ら え こ 策内 た 璽鱒躍議 ソ こ 神隅 こ 4内」 残 イ 右 と な 実 私 ？ 躍盤機 連 り 田 か ろ型 的や H タ と を ど が 白 崎市さ譲繋襲撃 共 ） の ら ま 工考中 て リ 、 分 、 、身 ……判明 産 ま 古 隅 で、 λ 察国 い ア グ析多人 が 党み 本 ま に 話｜社 る ・ ラ し く 民 鼓 す あ 盾 の見の れ 屋 で 『烈会 け マムた の公舞 る る 論 孟つ哲 に ・ 読毛出と主 れ ル シ 。 聞 社 さ ー こ 」 言 げ学 な 篠 ん 沢 摂 題義 ど ク や 題 、 れ ） と の 師 、 教つ 村 で 東 主 しを 、 ス ト だ「な竺李種 種 毛糾て 書 あ 選 ぞ て抵「主 リ ら 大 革ひ美 本 「 沢 書 い店つ集 ぷ 出判毛義 ア け躍命で言正 で 矛 東 を た で た 』 匂 版
中国共産党研究に没頭

することはタブLだったのに、若

き日の私の最初の著作ということ

もあり、多くの書評で好意的に取

り上げられた。半面、中国共産党

べったりだった包本共産党系のメ

ディアからはひどく攻撃され、広

告も拒否された百しかし本書は以

後、増補版も含めて三十年以上に

わたり十八版を重ねている。

大学院の修士論文は、『現代中

国論』の第二部を書き直して、「転

換期中国の政治過程」と題し締め

切り時間寸前に提出したが、無事

にパスして博士課程に進んだ。大

学院仲間でも合評会がありJ全員

に批判されたが、一遅れて来られた

指導教官の江口朴郎教授が「まあ、

諸君も中嶋君のように本を書くん

ですなあ」と最後にぽつりと一吉わ

れた言葉が忘れられない。
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一九六六年八月 、「造反有理」
月十二日の人民大会堂での記念大

を叫んで北京の天安門広場を埋め
会に間に合ったのである。

尽くした紅衛兵の出現に世界は驚
大会の主役は周恩来総理であっ

嘆した。「プロレタリア文化大革
たが 、劉少奇国家主席と郵小平総

命」が開幕したのである。

書記の姿が見えない。と訪（いぷ

文化大革命を寸人間の魂にふれ
か）っていると 、この二人が舞台

る革命」だとたたえる風潮が強か
の右手から遅れて登壇したが 、フ

っただけに 、私は

d襲撃
ラッシュの放列も

自分の眼で確かめ
lj
農一J
J一
1
畿
拍手もなかった。

てみたかった。
由一
躍
峯＼… ゃ轟嶺鋼 一－
その瞬間に私は

たまたま孫文生……γ
：
v
議委
「これが文化大革

誕百周年記念大会
誌税務慰 霊

命だ」と実感した。

代表団の一員として訪中する機会
周恩来は『毛主席語録』をかざし

を得たのだが 、当時は国家公務員
て「毛主席万歳 、万々
歳！」を絶

の共産圏渡航が禁じられていて 、
叫し 、私が抱いてきた周恩来像は

国立大学教員になったばかりの私
眼前で崩れていった。

には、文部省からの許可が下りな
こうした体験を経て上海に着く

かった。人事院総裁に直訴したり
と 、外灘（ワイタン）の和平飯店の

して単身香港経由で紅紅烈
烈だる
壁には激しい武闘を伝える壁新聞

文革渦中に飛び込んで行き、十一
が出ていた。紅衛兵糾察隊に追わ

「文革の真相Jを雑誌に
れながら路上で拾ったガリ版刷り

の小字報には「劉少奇が第→の実

権派であり、第二が郵小平である」

と書かれていた。文化大革命を権

力闘争の大衆運動化と見る私の視

点は、こうして固まったのである。

次いで香港に滞在中 、党内で孤

立した毛沢東が北京を脱出して江

青夫人らと上海から文革ののろし

をあげたとの情報を入手した。私

は当時 、読売新聞機動特派員を依

頼されていたので、大きな記事を

書いたのだが 、内容があまりにも

衝撃的だとして印刷寸前にストッ

プがかかった。そこで『中央公論』

編集次長の粕谷一希氏が「毛沢東

北京脱出の真相」と題して私の論

文を掲載し 、内外に多くの反響を

呼んだ 。台湾の李登輝前総統もそ

の読者だったという 。
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一
九六五年秋 、
東京外国語大学

の伊東光晴先生（経済学）
から 、

私を歴史学（世界史）
の教員に採

用する話が進んでいるので 、
中国

税の私の恩師・鐘ケ江信光教授に

会ってほしいとの思いがけない電

話を頂いた 。
二度とこの大学の門

はくぐるまいと

思って卒業した

罷
＼い叫

私なのに 、
こう

嘩

期

臨錦、一

して卒業七年目

諸国明
司τd

で母校に迎えら
議 v…乙J

れた 。
学生時代に学友会委員長と

しての私の相手方だった小川芳男

先生（英語教授法）
が学長になっ

ていて 、
異例の推薦の言葉を教授

会で述べられたという 。

教師としての私は 、
自分の学生

体験に照らし 、
ゼミナール活動に

は力を尽くした 。
やがて私が担当

国際教養大学学長

の国際関係論講座が新設された

が 、
『歴史と未来』
と題する中嶋

ゼミの雑誌は 、
学外の識者の寄稿

も頂いて現在までに通巻二六号を

数えている 。
約二百五十人のゼミ

生が広く国内外の第一
線で活躍し

てくれていることが本当にうれし

ぷ縫議機脳髄

L

忌；i
t

融機
織

ところで私が

謡

臨

議

…

…

教壇に立って間

吾

積

華

もなく起こった

学園紛争の嵐

は 、
東京外大をも直撃し 、
東大 、

東京教育大と並ぶ「最重症三大学」

になった 。
外大は中野区にあった

日新学寮の管理運営問題が全共闘

学生の格好の攻撃材料となり 、
六

八年十二月には大衆団交 、
という

よりは教官のつるし上げが 、
報道

陣を閉め出した密室の
講堂で延々

学園紛争で学生と対決
三日間にわたって行われた 。

東外大紛争が注目されたもう一

つの理由は 、
全共闘を支持するい

わゆる造反教官が多いことだっ

た 。
文学の安東次男教授は教授会

による辞職勧告を受けたが 、
ロシ

ア文学の原卓也助教授（後に学

長） 、仏文学の岩繭力助教授らのニ

とがマスコミでよく報じられた 。

一
方 、
まだ講師だというのに教

授会代表委員に選ばれた私は 、
紛

争の渦中に立って学生側と対決

し 、
坂田道太文相との交渉にも臨

んで東大 、
東教大が中止した入試

を断行した 。
半年近いバリケード

封鎖が機動隊によって解除された

とき 、
私の研究室は水や油や火で

徹底的に荒らされていたが 、
学園

紛争とその人間模様は 、一
つの忘

れ難い道程であった可
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若
き
日

に
そ

の
渦
中
で
体
験
し
た
文
最
年
少

の
私
たち

は
新
婚
旅
行

の
よ
う

化
大
革
命
と
学
園
紛
争

は、
私
自
身
の
だ
と
言
わ
れ
た 。

思
想

的
な
転
換
を
大
き
く
促
し
て
く
れ

ベ
ト

ナ
ム
戦
争と
文
化
大
革
命

が
テ

た 。
加
え
て
一
九
六
七
年
春

の
初

の
米

lマ
のこ
の
会
議
以
来 、
『
平
和

の
代

国
旅
行
が
あ
る。
激

動
の
中
国

か
ら
帰
償』

の
永
井
陽
之
助
教
授（
東
京工
大）

国
後 、
国

際
文
化

会
館
の
松
本
重
治
先

の
知遇
を
得
るこ
と
と

なっ
た

が、
会

生
か
ら、
日
米
知
識
人

会
議
が
ウィ
リ
議後
に
米
国
各地

を
訪
れ
て
見
た
ア
メ

ア
ム
ズパ
l

グで
あ
る
の
で 、
文
化
大
リ

カ
文
化
に
圧
倒
され
た 。

革
命
につ
いて
報

d騒慈嬢

学
園
紛
争
収
拾

告
す
る
よ司つ

に
と

企i了w
＼、
勝叫
‘／

の
お
電
話
を
頂
い
，灘一一明闘園閑λ 明畠醐可一醐欄 ι

特
別
要
望

し

た 。
旅
費は
フ
ァぬれ…JfieJ

て
香
港
に
留学
し

i
ス
ト

クラ
ス
分

、引 きmJ

た 。
一
九七
O
年

だ
か
ら、
そ
れ
で
妻

も
同
伴
し
て

は
と

に
は
モ
ス
ク
ワ

の
国

際歴
史学
会
で
初

のこ
と 。

めて
英
語
で
報
告 。
「

中
国

の
トロ

ツ

日
本
側

は
笠
信
太
郎 、
桑
原
武
夫、

キl」
彰
述
之
夫
妻
をパ
リ

の亡
命
先

貝
塚
茂
樹 、
加
藤
周一 、
坂
本
義
和

の
に
訪
ね 、
実
娘

の
程
映
湘
さん
と
そ

の

各
氏ら、
米
側

は
E・ラ
イ
シャ
ワ
ー 、

夫
クロ
ー
ド・

カ
ダ
1

ル
氏（
と

も
に

D・リl
スマ

ン、
ダニ
エ
ル・ベ
ル 、

中
国
学
者）
と

は
生
涯

の
友
に
なっ
た 。

s
・
ホフマ

ン、
R

・
ス

カ
ラ
ピ
l

ノ
そ

のこ
ろに

は
私
はマ
ル
ク
ス
主
義
か

の
各
氏
ら
そ
ろ
そ
ろ
た

る
顔
ぶ
れ
で バ

ら
は
遠

い地
点
に立っ
て

いて 、
創
刊k

嶺雄国際線大学学長中嶋

初の訪米、文化に圧倒
聞

も
な
い
雑
誌
『
諸
君』
に
連
載
し
た

「
私
の
香
港
通
信」
で

は、
七
O
年三

月
の
時
点で
米
中
接
近
を
予
測
す
るこ

と
もで
き
た 。
亡
父
が
抱
え
た
負
債

も

香
港
か
ら
送
金

して
完
済
し、
二
男二

女
の
子
ど

も
にも
恵
ま
れ
た 。

つ
い
先ご
ろ 、

私
が
部

会
長
を
務
め

る
中
央
教
育
審
議

会
大
学
院
部

会
で 、

経
済学
者

の
青
木
昌
彦
氏（
ス
タ

ン
フ

ォ
ー
ド

大
学
名
誉
教
授）
から
米
国

の

高
等
教
育
に
関
す
る
優
れ
た
報
告
を
受

け
た 。

私
の
隣
席
の
彼

は、
六
O
年
安

保
の
時

期
に、
現
代
革
命

運
動
の
理
論

家
と

して
楓
爽
（
さっ
そ
う）
と
登
場

し
た
紅
顔

の
東
大

生・
姫
岡
玲
司
（
筆

名）
君
に
ほ

か
な
ら
な
い。
あ
れ
か
ら

も
う
半
世
紀
に
近

い
歳
月
が
流
れ
て

い

る。

日
お
わ
り

次
回

か
ら
エッ
セ
イ
ス
ト

の
夏
目
房

之
介
氏
が
執
筆
し
ま
す Jl


